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国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
５
０ 

す
。
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
、
そ
し
て
首

都
直
下
地
震
・
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
30

年
以
内
の
発
生
確
率
は
70
％
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
の
国
土
づ
く
り
を
考
え
る
に
当

た
っ
て
、巨
大
災
害
へ
の
対
応
を
考
慮
に
入
れ

な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

日
本
の
国
土
を
縦
横
１
㎞
の
メ
ッ
シ
ュ
に

切
っ
て
推
計
し
て
み
る
と
、
全
国
の
現
在
人

が
居
住
し
て
い
る
地
域
の
約
６
割
で
人
口
が

半
減
以
下
に
な
り
、ま
た
そ
の
３
分
の
１
、全

体
の
約
２
割
の
地
域
で
は
人
が
住
ま
な
く
な

る
…
今
回
の
調
査
で
現
れ
た
数
字
で
す
。

少
子
化
と
同
時
に
高
齢
化
も
進
み
、
地
方

圏
で
は
高
齢
人
口
は
２
０
２
５
年
を
ピ
ー
ク

に
減
り
始
め
ま
す
が
、
東
京
圏
は
２
０
５
０

年
ま
で
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
ま
す
。
大
都

市
と
地
方
で
の
病
院
・
介
護
施
設
・
福
祉
施

設
の
不
均
衡（
ミ
ス
マ
ッ
チ
）も
大
き
な
課
題

の
一
つ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

今
日
本
が
直
面
す
る

大
き
な「
危
機
」と
は
…

２
０
１
４
年
７
月
に「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
２
０
５
０
～
対
流
促
進
型
国
土

の
形
成
～
」を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

２
０
５
０
年
の
目
指
す
べ
き
国
土
の
姿
や
そ

の
た
め
の
国
土
づ
く
り
の
理
念
、
基
本
戦
略

な
ど
を
示
し
た
も
の
で
す
。

日
本
は
今
、
大
き
な
危
機
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
急
速
に
進
む
人
口
減
少
で
す
。

日
本
は
２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少

局
面
に
入
り
ま
し
た
。
昨
年
の
合
計
特
殊
出

生
率
※
は
１・４
３
と
低
水
準
で
、
こ
の
ま
ま

推
移
す
れ
ば
２
０
５
０
年
に
は
人
口
が
１
億

人
を
割
り
込
み
、
約
９
７
０
０
万
人
に
な
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、人
口

の
地
域
的
な
偏
在
が
加
速
し
ま
す
。
特
に
人

口
減
少
の
著
し
い
地
方
部
で
は
、
若
年
人
口

の
減
少
に
よ
り
、
消
滅
す
る
自
治
体
が
数
多

く
発
生
す
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

ま
た
、
切
迫
す
る
巨
大
災
害
も
あ
り
ま

対
流
促
進
型
国
土
の
形
成

特 集

※合計特殊出生率…一人の女性が一生に産む子どもの平均数



4

人
口
減
少
が
進
ん
だ
２
０
５
０
年
の
地
方

で
、
現
在
存
在
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
す
べ
て
が

成
り
立
つ
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。サ
ー
ビ
ス

を
効
率
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
機

能
を
コ
ン
パ
ク
ト
化
す
る
こ
と
が
必
須
で
す
。

さ
ら
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
た
地
域
は「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」で
支
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
で

す
。
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、

「
新
し
い
集
積
」を
形
成
し
、
効
率
性
を
高

め
て
、
よ
り
大
き
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す

国
土
づ
く
り
が
可
能
と
な
る
の
で
す
。

個
性
を
磨
い
て
多
様
性
を
生
み
、

連
携
し
な
が
ら
対
流
を
起
こ
す

も
う
一
つ
の
大
切
な
言
葉
が「
多
様
性
と

連
携
」で
す
。

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
横
並
び
を
脱
し
、
個
性
を
深
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
持
つ

個
性
を
磨
き
上
げ
、
深
い
固
有
性
を
獲
得
す

れ
ば
、
そ
れ
は
世
界
的
な
普
遍
性
を
持
つ
こ

と
に
も
な
り
、日
本
の
新
し
い
成
長
エ
ン
ジ
ン

に
な
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
個
性
あ
る
都
市

同
士
が
単
に
交
流
す
る
の
で
は
な
く
、
主
体

的
に
連
携
し
て
い
く
国
土
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
副
題
に
も

表
さ
れ
て
い
る「
対
流
」で
す
。
対
流
は
温
度

差
が
あ
る
と
き
に
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
個
性
の
あ
る
地
域
の
間
で
人
・モ
ノ・
情
報

の
対
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
ど
こ
を
切
り
取
っ
て
も
同
じ
と
い
う「
金

太
郎
飴
」の
よ
う
な
状
態
で
は
対
流
は
起
こ

り
ま
せ
ん
。対
流
の
エ
ン
ジ
ン
は
個
性
な
の
で

す
。
常
に
各
地
域
が
自
分
た
ち
の
個
性
を
磨

い
て
多
様
性
を
生
み
出
し
、
そ
れ
ら
が
連
携

し
な
が
ら
対
流
す
る
国
土
づ
く
り
が
重
要
な

の
で
す
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

実
現
の
た
め
の
戦
略

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は
12
の
基
本
戦
略

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。そ
の
う
ち
い
く
つ
か

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◦
小
さ
な
拠
点

　
都
市
圏
よ
り
も
さ
ら
に
小
さ
な
地
域
、
山

間
部
な
ど
の
集
落
が
散
在
す
る
地
域
で
は
歩

い
て
動
け
る
一
定
の
エ
リ
ア
に
商
店
や
診
療

所
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
集
約
し

て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る「
小
さ
な
拠
点
」づ
く
り
が
有
効
で
す
。

こ
の
場
合
、
居
住
地
か
ら
拠
点
に
集
ま
る

た
め
の
手
段
が
必
要
に
な
り
ま
す
。コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
交
通
手
段
や
宅
配
サ
ー
ビ

ス
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
使
っ
て
、
日

常
生
活
を
補
う
だ
け
で
な
く
、
雇
用
を
生
み

出
す
な
ど
新
た
な
価
値
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◦
高
次
地
方
都
市
連
合

　
大
学
や
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
、
映
画
館
な

ど
、
高
度
な
都
市
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
維
持
す

る
た
め
に
は
30
万
人
規
模
の
人
口
圏
域
が
必

要
で
す
が
、
こ
れ
も
人
口
減
少
に
よ
り
い
ず

れ
は
縮
小
し
て
き
ま
す
。そ
う
い
っ
た
複
数
の

都
市
な
ど
が
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

て
人
口
を
確
保
し
、
お
互
い
に
さ
ま
ざ
ま
な

機
能
の
役
割
分
担
を
し
、
連
携
を
し
て
い
こ

う
と
い
う
の
が「
高
次
地
方
都
市
連
合
」で
す
。

例
え
ば
鳥
取
県
米
子
市
の
都
市
圏
人
口

は
２
０
１
０
年
調
査
で
は
32
万
人
以
上
で
し

た
が
、
２
０
５
０
年
に
は
20・９
万
人
に
な
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
30
万
人

都
市
圏
が
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
隣
県
の
島
根
県
松
江
市
ま
で
は
高

速
道
路
を
使
え
ば
30
分
足
ら
ず
で
行
け
る

距
離
で
す
。
米
子
市
と
松
江
市
が
市
町
村
の

境
界
を
越
え
連
携
す
れ
ば
、
30
万
人
都
市
圏

を
維
持
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

◦
ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン

　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
す
ま
す
進

小さな拠点のイメージ

グランドデザイン基本戦略

小さな拠点と高次地方都市連合等
の構築
攻めのコンパクト・新産業連合・価
値創造の場づくり
スーパー・メガリージョンと新たなリ
ンクの形成
日本海・太平洋２面活用型国土と圏
域間対流の促進
国の光を観せる観光立国の実現
田舎暮らしの促進による地方への人
の流れの創出
子供から高齢者まで生き生きと暮ら
せるコミュニティの再構築
美しく、災害に強い国土
インフラを賢く使う
民間活力や技術革新を取り込む社会
国土・地域の担い手づくり
戦略的サブシステムの構築も含めた
エネルギー制約・環境問題への対応
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集落集落

集落集落
集落集落

集落集落道の駅道の駅

郵便・ATM郵便・ATM

診療所診療所

旧小学校旧小学校

スーパー跡地スーパー跡地

ガソリン
スタンド
ガソリン
スタンド

旧役場庁舎旧役場庁舎

例 小さな拠点づくりに
併せてコミュニティ
バス・デマンドタク
シーなどにより交通
手段を確保

例 道の駅に農家レストラン、特産品直売
所、コミュニティスペースなどを併設

例 周辺集落や市街地とつな
がる生活交通の拠点づくり

例 旧役場庁舎を公民館、
図書館などに活用

例 廃校舎を保育所、デイサービスセ
ンター、体験宿泊施設などに活用

例 スーパー撤退後の施設を集落コン
ビニ、農産物出荷拠点などに活用

4
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展
し
て
い
く
な
か
で
は
、
都
市
圏
を
つ
な
ぎ
、

よ
り
高
い
国
際
競
争
力
を
育
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
２
０
５
０
年
に
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
開
業
に
よ
り
東
京
圏
・
名
古
屋
圏
・

大
阪
圏
が
短
時
間
で
結
ば
れ
、
６
０
０
０
万

人
圏
と
い
う
世
界
最
大
の「
ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ

リ
ー
ジ
ョ
ン
」が
誕
生
す
る
こ
と
に
加
え
、
メ

ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
全
体
で
４
つ
の
国
際
空
港
、２

つ
の
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
が
共
有
さ
れ

ま
す
。

ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
世
界
か

ら
人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
を
引
き
つ
け
、
世

界
を
先
導
す
る
国
際
経
済
戦
略
都
市
と
な

る
で
し
ょ
う
。
こ
の
波
及
効
果
は
日
本
各
地

に
広
が
り
ま
す
。
例
え
ば
、
筑
波
研
究
学

園
都
市
と
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
な
ど

知
の
創
発
拠
点
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
り
人
・

モ
ノ
・
情
報
の
高
密
度
な
連
携
を
促
進
し
た

り
、
リ
ニ
ア
中
間
駅
の
活
用
で
通
勤
圏
が
変

わ
り
、
高
度
な
都
市
生
活
と
大
自
然
に
囲
ま

れ
た
環
境
が
近
接
し
た
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
実
現
し
た
り
、
リ
ニ
ア
と
空
港
の
役

割
分
担
に
よ
り
国
際
空
港
と
し
て
の
活
用
が

広
が
る
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◦
日
本
海
・
太
平
洋
２
面
活
用
型
国
土

　
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、
日
本
海
側
の

道
路・鉄
道・港
湾
な
ど
が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。東

ア
ジ
ア
や
ロ
シ
ア

の
経
済
活
動
の

活
発
化
な
ど
、我

が
国
の
国
土
の

地
政
学
上
の
位

置
づ
け
の
変
化

も
踏
ま
え
、現
在

諸
機
能
が
集
中

し
て
い
る
太
平

洋
側
だ
け
で
な

く
、日
本
海
側
も

重
視
し
た
交
通

基
盤
を
整
備
・
推

進
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◦
田
舎
暮
ら
し
の
促
進

　
東
京
圏
へ
の
人
口
の
一
極
集
中
は
全
国
の

人
口
減
少
を
引
き
起
こ
す
要
因
に
な
っ
て
お

り
、
巨
大
災
害
が
起
き
た
場
合
、
被
害
を
増

大
さ
せ
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
一

極
集
中
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
も
、
地
方
へ

の
人
の
流
れ
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、
若
者
や
女
性
の「
田
園
回
帰
」と

呼
ば
れ
る
新
た
な
人
の
流
れ
が
出
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
地
方
部
に
は
本
来
子
育
て
に
適

し
た
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、
大
都
市
と
比
べ

て
余
裕
あ
る
空
間
と
時
間
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
若
者
や
子
育
て
世
帯
に
お
け
る「
田
舎

暮
ら
し
」の
推
進
の
た
め
、「
田
舎
探
し
」

に
関
す
る
情
報
の
流
通
を
活
性
化
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
し
て
、受
け
入
れ

側
の
地
方
に
お
い
て
は
自
ら
の
地
域
を

磨
く
こ
と
、
す
な
わ
ち「
田
舎
磨
き
」を

積
極
的
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
主
体

的
に
自
ら
の
資
源
に
磨
き
を
か
け
て
い

く
こ
と
が
個
性
に
繋
が
っ
て
き
ま
す
。
そ

う
し
た
個
性
あ
る
地
域
同
士
が
交
流
・

連
携
し
て
い
く
こ
と
で
、今
回
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
が
目
指
す「
対
流
促
進
型

国
土
」が
形
成
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
に
当
た

り
分
析
し
た
人
口
関
係
の
詳
細
な
資
料

な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
住
ま
い
の
地
域
が

将
来
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、
今
後
ど
の

よ
う
な
地
域
づ
く
り
が
必
要
な
の
か
を

考
え
る
材
料
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
踏
ま

え
、
法
定
の
国
土
計
画
で
あ
る「
国
土

形
成
計
画
」の
見
直
し
作
業
を
し
て
い
ま

す
。
本
年
12
月
に
は
中
間
取
り
ま
と
め

が
出
せ
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
作
業
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
国
土
政
策
局
総
合
計
画
課
〉

国土のグランドデザイン２０５０　～対流促進型国土の形成～
http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk3_000043.html

「国土形成計画」の見直しの状況
http://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/s103_kokudo_keikaku.html

対流促進型国土の形成国土のグランドデザイン2050特集

現在 将来
大阪圏 名古屋圏

東京圏 リニア中央新幹線は
メガリージョンの地下鉄
～都市間旅行は都市内移動へ～

情報

ヒト

カネ

モノ

海外

海外

海外

海外

海外

海外
世界最大のメガリージョン

国際ゲートウェイからの
リードタイムがなくな
り、巨大な商圏が形成

クラウド型の巨大集積が
イノベーションを起こす

地下鉄（リニア）を降りてからの
アクセス強化が創り出す、新し
いライフスタイル・ビジネススタ
イル（もはやメガリージョン内の
移動は出張ではない）

メガリージョン内の拠
点もネットワーク化と
ともに機能強化

東京

名古屋大阪

南西日本との連携強化、
国際ゲートウェイとの連携

北東日本との連
携強化、国際ゲー
トウェイ機能との
連携

高速道路を活用しない
都市圏の
中心市

都市圏人口（万人）

松江市
2010年
22.0
32.6

15.6
20.9

2050年

米子市

高速道路を活用
都市圏の
中心市

都市圏人口（万人）

松江市・米子市

2010年

56.0 37.3

2050年

このままでは
30万人都市圏が消える

ネットワークにより
30万人都市圏を維持

交通ネットワークの活用による松江・米子都市圏の変化

スーパー・メガリージョンのイメージ

※2010年の人口は総務省「国勢調査」による。2050年の推計人口は国土交通省国 土政策局の
メッシュ推計人口による。

詳しくはホームページをチェック！


